
 
 
 

快感情推定方法」として特許出願している。 
 

3. 結果 
 今回，最も精度の高い学習モデルを選択するため，

Support Vector Machine(SVM)，Random Forest(RF)，
アンサンブルモデル(RF， XGBoost，Neural Network
の 3 つ，Ensemble)の 3 つの学習モデルを作成し比較し

た。汎化性能を確認するため，学習データと未学習デー

タを 9:1 の割合でランダムに分離し，学習データを 10 回

クロスバリデーションに掛け学習モデルを作成した上で，

未学習のデータを判定する処理を 10 回実施し，ROC 
AUC(モデル性能)，感度(疼痛有りの正解率)，特異度(疼
痛無しの正解率)の調和平均を計算した。検証結果を表 1
へ示す。Ensemble で，ROC AUC が 0.8(最高 1.0)を越

える結果が得られた。 
 

表 1 各学習モデルの検証精度 

Classifier ROC AUC 感度 特異度 

SVM 0.754 74.1% 64.9% 
RF 0.777 75.5% 63.1% 

Ensemble 0.807 75.4% 70.2% 

 
4. 考察 
 今回，年齢層変数，性別， RASS の背景情報とバイタ

ルデータの上昇変動量・下降変動量，疼痛有無の二値の

組み合わせパターンを学習したモデルにより，現時点で

感度・特異度ともに 70%以上の精度が得られた。医師は，

本学習モデルにより得られた結果について，経験的に概

ね妥当な評価ができており，医療現場における疼痛評価

に使用できると考察している。また，共同研究による継

続した精度向上に合意頂いている。 
 

5. ソリューション創出に向けた取り組み 
 われわれは，バイタルデータを用いた機械学習による

分類・予測をコア技術とし，スマート ICU などの，集中

治療分野での業務支援ソリューション展開を考えている。

しかし，実現には課題が存在する。1 つは精度の向上で

ある。医師によると，ICU での疼痛の確実な検出と早期

介入を実現するには，85%以上の感度が望ましいとのご

意見を頂いている。そのため，引き続き東北大学病院殿

と密に連携し，医学的知見をもとに学習データのノイズ

除去を行い，精度向上を図る。また，現在の精度でもビ

ジネス適用可能な分野をあわせて検討する。もう 1 つは，

組織間連携である。今回の学習モデルを利用する際には，

ICU でバイタルデータを取得する必要があり，データ出

力元の医療機器を取り扱う企業との連携が必要である。

そこで，2019 年 2 月から，(株)日立製作所のヘルスケア

ビジネスユニットにご助言をいただきながら，本技術の

ソリューション展開について検討を開始している。 
 
6. おわりに 
 本研究では，ICU のバイタルデータを用いた機械学習

により，患者の疼痛を判定できた。本技術は，スマート

ICU といった集中治療分野ばかりでなく，一般病棟や在

宅医療，介護施設やフィットネスなど，ヘルスケア分野

への波及が期待できる。本技術を新たなコア技術とし，

更なるソリューション創出へ挑戦していく所存である。 
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次世代マネージャ･リーダのための ES 向上施

策活動「若手 ES 合宿」の報告 
太田 尚人 Ota Naoto

1. はじめに 
プロジェクトマネジャや会社の上位層は，プロジェク

トの成功に向けて若手層が主体的に活躍できるよう，職

場環境整備等働き方改革に努めている。あわせて，若手

層のモチベーションを維持・向上させ，次世代のマネー

ジャ･リーダ層として育成することも重要な役割として

担っている。しかし，2018年度実施されたES満足度調査

では，プロジェクト推進の主戦力でもある20～30歳代の

若手層において，モチベーションに関わる質問項目への

否定的な回答が目立った。この原因は，若手層の多くは

プロジェクトに従事しているため｢プロジェクト内での

コミュニケーション不足によりプロジェクト内の問題が

解決されていない｣等プロジェクト内で起きている不満

が結果的にモチベーションの低さとなって現れているの

ではないかと推察し，ES満足度低下の要因を探る1つの

方法として｢若手ES合宿｣を企画した(図1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ｢若手ES合宿｣の概要 
2.1 ｢若手ES合宿｣の目的 
 この｢若手ES合宿｣は，ES低下の要因を明らかにする

とともに，それらを改善に導くために参加者の意識醸成

を行うことを目的とした。 
2.2 ｢若手ES合宿｣の特徴 
 (1)意見・情報交換のし易さの追求 

ES満足度の低迷が目立つ層を参加者対象とし，同じ

職位で，1回15～6名の規模で実施した。また，業務･

勤務場所を離れて宿泊形式で行うことにより，本音

で会話し易い環境を提供した。 
 (2)｢ワールド･カフェ形式｣の採用 

合宿でのグループワークは，ワールド･カフェ形式を

採用し，少人数(3～4人)グループ×数グループ編成と

し，より多くの参加者との意見交換を行った。 
(3)グループワークにおけるファシリテータ制の採用 

各グループの進行役として部長クラスのファシリテ

ータを配置し，話の流れを導くだけでなく，社内の現

状の補足や，タイムキープ等各グループの世話役を

務めた。 
  

図 1 ｢プロジェクトマネジメント｣と｢若手 ES 合宿｣と｢ES 満足度向上｣との関係 
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2.3 ｢若手ES合宿｣の内容 
 ｢若手ES合宿｣の内容は，以下の二つである。 
(1)社内の仕組みやルールの現状理解と意見交換 
(2)グループワーク 
(1)では，あらゆる視点で会社を再認識してもらうため，

会社のビジョンやミッション，ES満足度調査結果の説明，

働き方改革の現状と世の中の流れ，統計に基づいたプロ

ジェクトの現状を，それぞれ主管する部門の部長から説

明し，若手と意見･疑問を共有した。意見交換は予定時間

をオーバーするほど活発に行った。 
(2)では(1)を理解した上で，会社に対する各自の考えと，

改善箇所，その改善提案を纏めて，｢ワールド･カフェ形

式｣でグループワークを行った。時間を区切ってグループ

を再編し，より多くのメンバと意見交換する中で，他部

門のメンバの仕事や考え方にも刺激を受けた。 

 

3. ｢若手ES合宿｣の結果 

 グループワークで出た要望の一部は以下の通り。 
･働き方･働きがい改革を背景とした事業ポートフォリ

オ改革に対する本部－部－課－個人の関係性の明確化 
･働き方改革について，若手を含め部門全員で協議した

上での目標の全体共有やアクションプランの具体化 
･事業化起案のハードルを見直し，部門を跨いでアイデ

アを共有し，調査･研究できるような仕掛け作り 
･新技術や新分野の部署･プロジェクトの支援･紹介 
･若手だけの発言できる場の設置 
･業務に拘らない，自由な会話の時間の醸成 
これら要望を分類分けして整理すると，下記(1)～(5)に
大別でき，当初想定していたプロジェクト内で改善す

べき事項だけに留まらず，全社横断的な要望(下記(2)～
(4))や，自部門の運営に関する要望(下記(1),(5))も出て

いた。 
(1)部門方針を"一緒に検討する"機会の醸成 
(2)業務効率化の推進 
(3)新事業チャレンジのサポート 
(4)若手同士でディスカッションする場の創出 
(5)現場上長への進言 

また，後日参加したファシリテータで，グループワーク

で出た要望の背景を掘り下げてみると，総じて若手のES
が低迷しているのは， 
･自主的な活動を行いたいという渇望 
･意見の発信や，いろいろな機会を得たいという欲求が

十分に発揮できる機会や場所がないということが結

果的に不満となって現れているものだとわかった。な

お，｢若手ES合宿｣自体のアンケート結果は図2の通り

であり，参加者平均評価は6段階で5.4と，高評価だっ

たと言える。 
 

4. 今後について 

｢若手 ES 合宿｣で出た要望については，それらを掘り

下げ，改善施策を検討・立案していくため，ワーキング

グループを設置する予定である('19/8 現在)。このワーキ

ンググループには，｢若手 ES 合宿｣に参加した若手メン

バだけでなく社内有識者等も加え，最善の施策を検討で

きる体制を構築している(図 3)。さらに，参加者アンケー

トの結果，｢若手 ES 合宿｣継続の強い要望もあり，合宿

は今後も継続していく。 
 

5. おわりに 

ES低下の要因を探るべく実施した｢若手ES合宿｣にお

いて，社員の要望の一端が明らかになった。この活動を

一過性のものにせず，さらに発展させていくことでES向
上によるPJ運営品質の向上を図っていく。 
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図 3 ワーキンググループの体制 

図 2 参加者アンケートの結果 
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